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藤井区長
　これから力を入れたいのは子育て支援なんです。高齢者の方々に
いきいきしてもらうためにも支えてもらうためにも、若い世代が平野
区に住み続けたいとか住みたいと思っていただけるようにしたいで
す。地域には、すごく良い知恵をお持ちの高齢者の方もいらして、皆
さん頑張っておられます。ただ、年齢的にこれから先もずっと続ける
のは難しいともおっしゃっています。

石田委員長
　本当に皆さん頑張ってはりますよね。確かに後継者がいないという
不安感に繋がることはとても残念ですね。

藤井区長
　そのためにも、子育てに不安感を持って、孤立する可能性もある保護
者の方々同士や子育て支援の実務者、それに地域の高齢者の方々な
ど子育てを側面から応援してくださる方たちと繋がる関係づくりの場を
つくるなど、身近なところからもっともっと子育て支援を発展させてい
きたいです。
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「広報ひらの」は、発行日に新聞折込（休刊日の場合は翌日）でお届けします。また、区役所
や各出張所、区民センター・ホール、区内地下鉄各駅、区内郵便局などでも配架していま
す。その他、平野区ホームページでのダウンロードや、新聞未購読の方で区役所へお申
込みいただいた方には自宅への配付も行っています。詳しくは、お問い合わせください。

●平成24年9月号から発行日が毎月1日に変わります。
●「大阪市政だより」が廃止され、区広報紙「広報ひらの」のP.6～8に
　「おおさか掲示板」として市政情報を掲載します。

藤井区長
　地域のことについては、私たちのほうより地域の方のほうが詳しく、
また、しっかり考えておられるので、区役所はアドバイスや、一緒にこれ
やりましょうねとか、コーディネート役、バックアップ役を務めることが
これからの区役所の地域支援のあり方かなと思います。その役割を担
うために職員が知識・技術を身につけることが必要ですね。
石田委員長
　区役所にいて「みんなこっち来なさい」じゃなしに、地域に出て行く、
外に出て行く職員っていうのはとても大事ですよね。
藤井区長
　私も地域をよく歩くのですが、区民の方に親しくお声をかけていただ
けることがあり、非常にうれしく思います。実際に歩いてみるとたくさん
の発見があります。平野区は広いですから、まだまだ発見することがある
なぁと思っています。また、今年は区職員が地域の会議や行事に出張っ
て行って声を聴く地域担当制も強化しました。さらには窓口の対応時や
家庭訪問を行う際に「ついでに御用聞き」なんていうことも考えていま
す。今後、地域の方々の声をもっと聴いていきたいと思っています。
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対談内容の詳細を平野区ホームページに掲載していますので、ご覧ください。 http://www.city.osaka.lg.jp/hirano/

平野区でこれから力を入れたいことテーマ 新しい平野区をめざして、区役所が変化するイメージとはテーマ 
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平野区広報紙「広報ひらの」が変わります!!

6月25日 
平野区区政会議委員長 石田 易司氏 と
藤井 平野区長 が対談しました

＋ a

1

やす のり


